
他動詞CHANGEの 意味 とその 目的語の形 の対応関係

The relationships between the meanings of the transitive verb CHANGE 

                and the forms of its object

日 木 満

1.は じめに

以下の 日本語文はすべてなん らかの変化を伴 う文である。

[1]運 転手は突然 レーンを変えた。(車 線変更)

[2]運 転手は突然ス ピー ドを変えた。

[3]彼 は考えを変 えた。

[4]カ メレオンは必要な ときに色を変えることができる。(変 色)

[5]彼 女が部屋に入 ってきたとき、彼は話題を変えた。(変 更)

[6]彼 は去年仕事 を変 えた。(転 職)

[7]満 塁になった ところで、監督は ピッチャーを代えた。(交 代)

[8]彼 はギターの弦を替えた。(交 換)

これ らの文を他動詞CHANGEを 用いて英語 で表現 しようをす ると、それぞれの 目的語は以下に

示す よ うに、限定詞 と複数語尾-sの使用の点で、かな り異な る制約 を見せ る1。(*は 不適格性を

示す。)

 [1'] The driver changed  o  lanes/*0  lane/*a  lane/*his lane/*the lane abruptly. 

 [2'] The driver changed  o  speed/0 speeds/his  speedl*a speed abruptly. 

 [3'] He changed his  mind/*o  mind/*a  mind/*0 minds/*the mind. 

 [4'] A chameleon can change  o  color/0 colors/its  color/*its colors, when it needs to. 

 [5'] When she entered the room, he changed the  subject/0  subjects/*0  subject/*a subject/*his subject. 

 [6'] He changed  iobs/his  job/*0 job/*a job/*the job last year. 

 [7'] After the bases were loaded, the manager changed  o pitchers/the  pitcher/*o pitcher/*a pitcher. 

 [8'] He changed a guitar string/the guitar  string/0 guitar strings/the guitar  strings/*0 guitar string.

目的語 の可能性 を見 比べ る と、 さま ざま な制約 の違い が見 えて く る。例 えば 、[Ns]は ほ とん ど

の場 合可 能 だが 、[3']で は不 可能 に なっ てい る。 逆 に、 〔N]は ほ とん どの場 合不 可能 だ が、[2']

[4']では可能 となって い る。 同様 に[aN]も ほ とん どの場合 不 可能 だが 、[8']で は可能 とな って い

る。 また、可能 な 目的語 の種類 か らみ て も、[1']や[3']の よ うに1種 類 しか許 さな い場合 が あるか

と思 えば 、[5'][6'][7']の よ うに2種 類 を許 す もの もあ る。 しか も、1種 類 しか許 さない[1']と[3']



で は、前者 が[Ns]、 後 者が[one's　N]と 、それ ぞれ異 な る もの を要求 してい る。2種 類 が可能 な

場合 で も[5'][7']で は[Ns]と[the　 N]の 組 み合 わせ 、[6']で は[Ns]と[one's N]の 組 み合 わせ 、 と

い うよ うに異 なって い る。 さらに、 中には[8']の よ うに4つ もの形 が可能 な もの もある。

目的語 の形 の問題 か ら少 し離れ るが 、[7']に つ いて付 言す る と、[7]で 話題 にな って いる ピ ッチ

ャーが野 茂 とい う名前 の ピッチ ャーで あ る場合 、 日本語 で は 「満 塁 になった ところで 、監督 は野

茂 を代 えた」 とい うことは十分可 能で あ るが 、英 語 では[9]に 示す よ うに、 目的 語 をNomoに して

しま うと、 もはや 他動 詞CHANGEの 使 用 そ の もの が不可 とな る とい う制 約 が あ り、例 えば[10]

の よ うに"take人out"と い う表現 を用い な けれ ば な らな くな る。

[9]*After the bases were loaded, the manager changed Nomo.

[10]After the bases were loaded, the manager took Nomo/the pitcher/ pitchers out

これ らの さま ざま な制 約 は一 体 ど こか らく るの か。 本 稿 で は この 疑 問解 明 に向 け て 、他 動 詞

CHANGEの 意味 とそ の 目的語 の形 の対応 関係 を模 索 してみた い。

本稿 で は 、以 下 、 こ とわ りが ない 限 りCHANGEは その 他動詞 用 法 を指す こ とに し、 目的 語 は 、

CHANGEの 目的 語 の ことを意味す る。 さ らに、 目的語 の形 は、名詞 の原形(Nで 表記)と 、定 冠詞

the、 不 定冠詞a/an、 無 冠詞 、代名 詞 の所有 格one's、 な らび に複 数形 語尾-sの 組 み合 わせ に よっ

て考 え られ る[N](e.g.,o speed),[a N](e.g.,a speed),[the N](e.g,the speed),[ Ns](e.g., 

speeds),[one's N](e一g.,his speed),[the Ns](e.g.,the speeds),[one's Ns](e.g、,his speeds)の7つ の

形式 を指す こと とす る。

また、以 下で は名 詞 を大文字 で表記 す る場合 があ るが 、そ の場 合 は、数 な らび に限定詞 につ い

て 中立的 な状態 の名 詞(辞 書 の見 出 し語 と同 じレベ ル)を 指す こ とにす る。

以下、先行 研 究で どの よ うな制約 がす でに指摘 され てい るかを見 てみ る。

2.先 行 研究

残念 な が ら、筆 者 の限 られ た調 査 の範 囲 では 、CHANGEに 限 らず 、動詞 の 目的 語 の形 を 主な

研 究対象 とす る研 究論 文 を探 す ことはでき なか った。

文 法書 や語 法書 を参照 して も、CHANGEを 含 む文 の受 身形 の 可能性 な どの文 法上 の制約 につ

い て の記 述 は あ った もの の 、 目的語 の形 の 制 約 につ いて の記 述 を見 出す こ とは で き な か っ た

(Quirk et al.1985,Declerck 1991,他)。

そ こで 、筆 者 は専 ら辞 書 のCHANGEの 他 動詞 用法 の部分 を参照す るこ とに した。

以 下で は、辞 書の 中で どの よ うな情報が提 供 されて い るか を考察す るた めに、 まず 『ジー ニ ア

ス英 和辞 典 』(以 下 、『ジーニ アス』)を 例 に と り、概 略 を見 た うえで 、他 の辞書 も含 めて 、総 括

的に どの よ うな制約 がす でに指摘 され てい るか、ま た、 どのよ うな問題 が存 在す るのか 、 を検討

す る。



『ジーニアス』のCHANGEの 他動詞用法の記述は以下のよ うである。(下 線 は目的語の形 につ

いての記述部分 を強調す るために筆者が追加 した。)

他動詞CHANGEの 目的語 の形についての明示的な情報を探 してみる と、語義2と 語義5の 部

分に見出す ことができる。まず、語義2の 《◆01は 複数名詞》 とい う,注意書きである2。この注

は[SVO1(with　 O2)]へ の言及 と解釈す るのが妥当に思われる。そ うだ とす ると、複数名詞でなけ

ればな らない とされ るO1は 、交換す る物 を指す 目的語 とい うことにな る。その例 と考え られる



のが、～planes ,[trains,　buses]/～seats[cars]with him/～sides in an argumentで ある("～"は

changeの 代用)。 ～planesに は、 さらに注 がつ いてい て、《◆ ×～one's planeな ど 目的語 に単数 形

は不可》 の説 明が ある こ とか ら、飛 行機 な どの乗 り物 を乗 り換 える とい う意 味の場合 には 、 目的

語(乗 り物 を指 す名詞)を 複 数形 に しな けれ ばな らない とい うこと、そ して 、代名詞所 有格 つ き

単数 の[one'sN]は 不 可で あ るこ とがわ か り、有 益 な情 報 とい える3。 さ らに 、～seats[cars]with

himの 用例 には 《◆～one's seatは 「別 の席 に座 る」》 とい う補足説 明が あ る。つ ま り、 目的語 の

形 が[oNs]の 場合(e.g.,I changed seats with him.)は 「私 は彼 と席 を交換 した」 の意 味 にな るの

に対 し、 目的語 の形 が[one's N]の 場合(e.g。,I changed my seat.)は 「私 は別 の席 に座 った」 とい

う意 味 にな る、 とい う説 明 であ る。 この説 明 は、"CHANGE+SEAT"の 組 み合 わせ にお いて 、

[Ns]と[one's N]の2つ の形 を使 うこ とが可能 にな るこ とを示す と同時 に、違 う形 を使 うこ とに

よって生 まれ るニ ュア ンス の違 い を も説 明 して い る とい う点 で貴重 な情報 であ る と考 える。

しか しヽ語義2の 情報 か ら疑問 も生 じて くる。 まず 、交換す る物 を指す場 合 に[oNs〕 にな る と

い うの な らば、例 文の2番 目のchange the oil in one's car「 車の オイル を替 え る」 で は、なぜ[ 

Ns]が 使 われ てい ない のか。 これ は、 交換 す る物 を指 す場 合 であ って も、必ず しも[Ns]に な る

とは 限 らない と理解 すべ き情報 なの だ ろ うか。[the　N]は オイ ル交 換以 外 の ときで も可能 なの か。

さらに、 目的語 がPLANEの 場合 は[one's　 N]が 不 可で あ るのに、SEArに な る となぜ 可能 になるの

か4。

これ らの点 につ い て 、他 の辞 書 を参 照す る と 『レクシ ス英 和辞 典 』(以 下 、『レク シス』)と

『ウ ィズ ダム英和辞 典』(以 下 、『ウィズ ダム』)で は次 の よ うな記 述 をみ る ことが でき る。(下 線

は 目的語 の形 につ いて の記 述部 分 を強調 す るた めに筆 者 が追加 した。)



ここか ら2つ の考察が可能である。まず、『レクシス』は、『ジーニアス』同様、この語義では 目

的語 は複数形 と明記 しているが5、 『ウィズダム』 では、 「しば しば 目的語 を複数形 に」(傍 点筆

者)と なっている。事実 『ウィズダム』の例文では 「タイヤ を換 える」 とい う意味で[a　N]の 例

が挙げ られていて、この語義であっても、必ず しも複数形になるわけではないことを示 している6。

(しか し、タイヤの例でも、ここで複数形[Ns]が 不可能かどうか、また、 もし可能だ とすれば、

例示 されている[a　N]と のニュアンスの違いは何か、はこれだけの記述からは不明である。)当 然

ここで疑問になるのは、しばしばの意味である。 どうい うときに複数形にな り、 どうい うときに

複数形にならないのか。 さらなる情報 を求めて、英英辞書も含 めて他 の辞書を参照 してみたが、

有益 と思われ る情報は得 られなかった。

逆に、Swan(1994:356)の 以下の問題提起には さらに困惑を深める結果 となった。

change + plural 

You can change trains, change jobs, or change horses, but you probably wouldn't talk about 

changing shirts or changing cassettes. Why?

Swanに よれ ば、汽 車や馬 の乗 り換 えや 、転職 の場合 に はCHANGEの 目的語 は[Ns]と な るが、

シ ャツを着替 えた り、 カセ ッ トを入れ 換 え る場合 に はおそ らく[Ns]を 使 って は表現 しな いので

はない か、 とい うことの よ うであ る。 で は、 シャツ の着 替 えや カセ ッ トの入 れ替 えの ときには、

SHIRTやCASSETTが どの形 にな るのか が知 りたい とこ ろだが 、残 念 なが らそ の情 報 は こ こで は

提供 され て いない。

　 考察 の2点 目は この語 義 での他 の形 の可能性 につい てで あ る。 『レクシス』 で は この点 につい

て次の2つ の補 足説 明 を加 えてい る。(1)乗 り換 えの意 味にお いて は、[the　N]が 不適格 であ る

(i.e.,　You　must　change　trains[xthe　 train]at　the　next　stop　to　go　to　Wimbledon.)o(2)"CHANGE+

JOB"の 組 み合 わせ てで は、[Ns]と[one's　 N]の 両方 が可能で あ る(i.e.,　change　jobs職 を変 える

(change　one's　jobな ら単数 形))。 どち らも有益 な情報 で あるが、 た とえば、"CHANGE+JOB"

の組 み合 わせ で も、『ジー ニア ス』 のSEATの 説 明に あった よ うな[Ns]と[one's　 N]の 違い に よる

意 味 ・ニ ュア ンス の差 が あ るの か 、"CHANGE+TRAIN"の 組 み 合 わせ で は 、[o　Ns]の 他 に

[one's　N]の 形 は可能 な のか ど うか、 な ど とい う点 につ いて は不 明で あ る8。

　 『ジー ニ アス』 の考察 に戻 る と、 も う1点CHANGEの 目的語 の形 につ い て言及 が あるの は、

語義5で あ る。 そ こには"change[《 米 》shift]gear(s)"と 記 され て い るが 、 目的 語 の形 につい

て の情報 を求 めてい る者 に とって は見 逃す こ とがで きない記述 で あ る。今 、米語 と英 語の違 い の

問題 はお いて お く と、 要 は 、 「車 の ギア を換 え る(変 速 す る)」、 も しくは 、比 喩 的 に 「話 し方

〔や り方 〕 を 変 え る」 と い う意 味 で は 、 目的 語GEARの 形 は[ N](change gear)で も 、[

Ns](change　 gear)で も、 どち らも可能 とい うこ とで あ る。 同 じ意 味で(も しくは、 ニ ュア ンス の

違 いは あ るものの 、 ある1つ の状況 を記述 す る際 に)2つ の異 なる形 が可能 にな る とい う点で は、



上述 のSEATやJOBと 同様 で あ るが 、GEARの 場合 の2つ の形 の組 み合 わせ が 、SEATとJOBと は

違 っ てい る点 が大 変興 味 深 い。 どち ら も[ Ns]が 可能 で あ る点 で は一 致 してい るが 、SEATと

JOBで は他 に[one's N]が 可能 で あった のに対 し、GEARの 場合 は、[ N]が 可能 、 と解釈 で きる

情報 で あ る。GEARを 目的語 に して 「ギ ア を換 え る」 「話 し方 〔や り方 〕 を変 え る」 とい う意味

で使 う場 合 には、[oN]と[ Ns]の2つ の形 が使 え る、つ ま り、複数 形語 尾 の-sが オ プ シ ョナル

にな る(た だ し無冠 詞 が共起す る必要 あ り)、 とい う情報 は貴重 で ある。

しか し、筆 者 の立場 か らす る と、 ここで も2つ の 問題 があ る。 ひ とつ は 、change gearとchange

gearsでGEARの 形 の違 い に よる意 味 ・ニ ュア ンスの違 いが あ るのかな いのか が不明 であ る こ と。

2点 目は、[ N]と[ Ns]の 両 方の形 が 可能 にな るの は、 目的語 がGEARの ときだ けなの か、 そ

れ とも他 の名 詞 で も可能 な のか、可能 な らば、 どの よ うな名詞(群)な の か、 につ いて情報 が な

い ことであ る。 その結果 、筆者 は意 図的 にchange gearとchange gearsを 使 い分 けるこ とが で きず 、

また、GEAR以 外 に どの よ うな ときに 、複 数形 語尾 一sがオ プ シ ョナル にな るのか が、 わか らない 、

とい う状 況 にな る。

"CHANGE+GEAR"の 組 み合 わせ につ いて他 の辞 書 を参 照す る と
、辞書 によって扱 いが まち

まち であ る こ とが わか る。 『レクシス』 で は"CHANGE+GEAR"へ の言及 は な く、『ウィズダ

ム』 で は語 義6と して 「〈車の ギア 〉を換 え る((米)shift)」 とい う記 述 が あ るが 、例 文 も補 足説

明 もな く、 した が ってGEARが[N]と[Ns]の2つ が 可 能 に な る とい う情 報 自体 が な い。

Longman　 Advanced　 American　 Dictionary(LAAD)で は語 義14と して 、 ま た 、Macmillan　 English

Dictionary(MED)で はイデ ィオム のひ とつ と して"change　 gear/gears"と 記述 は して い るが 、[　

gear]と[gears]の 意 味 ・ニ ュアンス の違 い につ いて の説明 はな い。

GEARと い う名詞 に 限 らず　[N]と[ Ns]の2つ が可能 にな るケ ー スにつ いて 、他 の辞書 を参

照 して み た が、筆 者 が見 る限 り新 た な情報 は見 当た らなか っ た。 しか し、Cambridge Advanced

Leamer's Dictionary(CALD)に よる と、 さ らに別 な組 み合 わせ で2つ の形 の可能性 を示 す情 報 が

み られ た。CALDは イ デ ィオムのひ とつ として以 下 を載せ て い る。

change(your)tack

to try a different method to deal with the same problem:

I've written twice and received no reply
, so I might change tack and call her

この情 報 に よれ ば、 目的語 がTACKの 場合 に は、[one's N]と[ N]の2つ の形 が可 能 と解 釈 でき

る。残 念 なが ら、 その場合 、 どの よ うなニ ュア ンスの違い が生 まれ るのかの説 明は ない。 さらに、

筆者 を困惑 させ るのは 、MEDで も"change tack"をPhrasesの ひ とつ として挙 げてい るが 、そ こ

で は[one's N]の 可 能性 は示 され てお らず 、辞書 に よ っで1青報 に微妙 な違 いが あ るこ とで ある。

以 上、筆 者 が先行 研 究 を参照 した 限 り、CHANGEと そ の 目的語 の形 の 関係 につ い ての情 報 は

一部 の辞 書 に有益 な情 報が見 出 され た ものの、それ らは断片的 な もので、 しか も、 ときには辞書



間で異なる情報が提供 されている場合 もあ り、本稿の冒頭に とりあげたようなさまざまな制約の

全体像やその理由についての情報は得 られなかった。1

以下では、CHANGEと その 目的語の形の対応関係ついての筆者の現時点での仮説を提示 して

みたい。

3.CHANGEの 意味と日1的語の形

3.1.CHANGEの3つ のタイプ

前節ではCHANGEの 意味 と目的語の形の対応関係 についてのい くつかの疑問を挙げ、両者の

対応関係の全容が明 らかにされていないことを指摘 した。本節ではその対応関係についての仮説

を提示す る。

仮説の骨子は以下の通 りである。

●話者 が主語(S)と 目的語(0)の 間にどの ような関係 を読み取 るか(construe)に よって、3つ の

CHANGEの 意味が区別でき、かつ、 目的語の形([o/a/the/one's N(s)])が 決まる、もしくは、限

定 され る。逆 にい うと、 目的語 の形 から、話者が意図す るCHANGEの 意味(主 語 と目的語の

関係 をどのよ うに読み取ったか)が わか る、も しくは、かな り限定され る。

●ある1つ の状況における主語一 目的語 の関係 の読み取 り方(記 述の仕方)は1つ とは限 らない。

主語(s)と 目的語(o)の 関係 には3つ のタイプ(Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ)が あ り、タイプごとのCHANGEの 意味

と目的語の形は表1の よ うになる。

以 下 、 タイ プ ご との説 明す る。

3.2.タ イプ1(Sの 影 響 に よる0の 変化)

タイ プ1は 、話者 が 主語(S)を 「影 響 を与 え る側(Affector)」 、 目的語(0)を 「Sの影 響 を受 けて

変 わ る側(Affectee)」 と解 釈 した場合 で 、CHANGEの 意 味 は 「0がSの 影響 を受 け る こ とに よ り、

`CHANGE前 のO
before'か ら`CHANGE後 のOafter'に 変 わ る」 とな る。 つ ま り、 タイプ1は 「S



の影響 に よる0のCHANGE」 とい うこ とにな る。 タイ プ1の 用例 と しては次 の よ うな ものが挙 げ

られ る。

 [11] He changed the subject. 

 [12] He changed her mind. 

 [13]  He  changed  a  tire. 

 [14] He changed the rules. 

[15] He changed his plans.

例 えば、[11]を 会話 の最 中に話題 を変 えた とい う意 味 で使 う場合 、 主語 の`He'と 目的語 の

`th
e　subject'は そ れぞれ 「影 響 を与 え る側 」 と 「影響 を受 けて変わ る側」 と解 釈 され、彼 が話

題 に影 響 を与 え る こ とに よ り、CHANGE前 の話題 か らCHANGE後 の話 題 に変 わ る、 とい う状況

を表 現 してい る とい うこ とにな る。 同様 に[12]一[15]で は、 目的語 の 「彼 女 の気持 ち」 「タイヤ1

本 」 「規 則 」 「彼 の計画 」 が、 それ ぞれ の文 の 主語 に なん らか の影響 を受 けて 、CHANGE前 とは

異 な るもの になった(も しくは、 なる)状 況 を表現 して い る。

図1は タイ プ1の 主 語 と目的 語 の関係 、 な らび に、CHANGEの 意 味 を図示 した もの で ある。

左 のボ ックス はCHANGE前 の状 況 を、右 の ボ ックス はCHANGE後 の状 況 をそれ ぞれ 示 した も の

で 、 円形 のSは 主語 を、長 方形 の0は 目的 語 を表す。Sか ら0に 伸び る矢 印は影響 力 の行使 を意 味

す る。0の 色 がCHANGE前 とCHANGE後 で 異 なっ てい るのは 、Obeforeか らOafterへの0の 変化 を示

す。 例 えば 、図1のSに`He'を 、Oに`the subiect'を それ ぞれ代入 す る ことに よ り、[11]に つ

いての上 述 の説 明 が可能 にな る と考 え る。

[11]-[15]の 用 例 か らわ か る よ うに、 タイ プ1の 目的語 の形 は、基 本 的 に 、[the N][one's N]

〔a N][the Ns][one's Ns]の5つ の形 の どれ か となる9。 これ ら5つ の 目的語 の形 の決 定に は以下 の

要 因が関 与 しい てい る と思 われ る。



●目的語の数(2つ 以上と解釈 されれば複数形語尾-sを 使 う)

●目的語の指示性について話者 と聞き手の間で共通理解が得 られる度合い ・補足説明の不必要

性(共 通理解が得 られ る状況 ・補足説明が不必要な状況ならtheを使 う)

●目的語の所有者を明示す る必要性(必 要性が強ければone'sを使 う)

●目的語がある集合体の1構 成員であること明示す る必要性(そ の必要があればaを使 う)

以下では、 目的語の形 ごとに説明を加える。

a)[the　 N]

[the　N]は 、 「主語(S)の 影響を受けて変わる側」の 目的語(0)が1つ であ り、かつ、それが何を

指 しているのかについて、話者 と聞き手の間に共通理解がある状況において用い られ る。 これは、

0の 所有者を明示す る必要性 もな く(も しあれば[one's　N]を 使 う)、0が ある集合体 の1つ の構

成員(one　member　 of　a　set)であることをことさら強調する必要性 もない(も しあれば[a　N]を 使

う)状 況である。上記[11]のHe　 changed　the subject.で[the　N]が 使われているのは、問題 になって

い る話題の数が1つ であ り、かつ、その話題が何 を指 してい るかについて、話者 と聞き手の間で

共通理解がある状況(補 足説明が不必要な状況)で あるか らである。

この形の[11]以 外の例 としては次のような文があるlo。

 [16] How does the President plan to change the tax system? (LDCE) 

 [17] They should change the law to make it illegal to own replica weapons. (COBUILD) 

 [18] Information technology has changed the way people work. (OALD) 

 [19] I'll be right back.  I  just have to change the baby. (LAAD) 

 [20] Could you help me change the bed? (OALD) 

b) [one's N]

　 [one's　N]は 、 目的語(0)の 数 が1つ で あ る とき で、 かつ 、0の 所 有者(誰 の0か)を 明示 す る

必 要性 が強 い状 況 にお いて用 い られ る(所 有者 を明示す る必要 が な けれ ば、[the N]か[a N])。

[12]のHe　 changed　 her　mind.で 、　herが 用 い られ て い るの は 「彼 女 の」 を明記 しな い と、 だれ の

mindをchangeし た のかが不 明 にな るた め と考 え られ る12。

　 この形 の他 の例 と して は次 の よ うな文 があ る。

[21] He changed his room. 

[22] She changed her church. 

[23] Marie changed her name when she got married. (OALD) 

[24] I'll just change my shirt and I'll be with you in a minute. (LDCE) 

[25]  I want to change my doctor. (OALD)



[26] We change our car every two years. (OALD) 

[27] I bathed him and changed his diaper. (LDCE) 

[28] He soon changed his tune when he saw how angry I was. (MED)

　 目的語 の形 が[one's　 N]の 場合 に は、　CHANGEの 意 味 に曖 昧性 が生 じる こ とが あ る。[21]で は、

例 えば、 自分の部屋 を#518か ら#632へ 移 動 した場合 と、 同 じ部屋(#518)に 何 らかの変化 を及 ぼ

した場合(例 えば、模様 替 え)、 の二 通 りの解釈 が 可能 とな る。 同様 に[22]で は、今 まで 自分 の

教会 と して行 ってい たA教 会 に行 くの をや めて 、今 度 はB教 会 へ行 くこ とした よ うな意味 に も と

れ る し、 同 じ教会(A教 会)に 何 らかの変化 を及 ぼ した意 味(例 えば組織 改革)に も解 釈 でき 、比

較 的容易 に曖 昧性 が生 じる13。 もっ と も、二 通 りの解釈 とはい って も、 どち らも 「彼 の部屋 」や

「彼 女 の教 会」 が彼 もし くは彼 女 に よって変 え られ た とい うこ とを述 べて い る とい う点 にお いて

は同 じこ とで あ る。

　 こ こで興 味深 い点は 、[one's　N]の 代 わ りに[the　N]を 用い る と、その 曖昧性 が消 えて しま うこ

とで ある。 つ ま り、"He　changed　 the　room"や"He　 changed　the　churck"と い うと、模 様替 えや組

織 改革 な ど、後 者 の解 釈 のみ となって しま う。

c)[a N]

　 CHANGEの 目的語 が[a　N]と な るの は、 「影 響 を受 けて変 わ る側 」 が1つ で あ り、かつ 、 そ の

1つ が ある集 合体 の1構 成 員(one　 member　 of　a　set)と い う認 識 を伝 えたい場合 で あ り、 その集合

体 には、 その1構 成員以 外 に も構 成員(the　other　members　 of　the　set)が い るこ とを含意 す る。[13]

He　changed　 a　tire.の例 で は、1台 の車の場合 、一般 的 には4輪 なの で タイ ヤは4つ で1セ ッ トを

なす とい う前提 に たち、そ の集 合体(車 につい てい る4本 の タイヤ)の1本 の タイヤ を替 えた こ

とを伝 えて い ると考 え られ る。

　 タイ ヤ を1本 替 えた ときに、He　changed　the　tireと言 って も、　He　changed　his　tire.と言 って も、ま

た、He　 changed　 a　tire.も言 って も、 どの表 現 も事 実 に反す るわ けで はない。違 い は、[the　N]を 使

えば、1本 の タイ ヤの交換 とい う情報 にプ ラス して 、 どのタイ ヤの こ とを指 してい るのか話者 と

聞 き手の 間に共通 理解 があ るこ と(も しくは、補足説 明 を必 要 と しない状況 であ る こと)を 伝 え

る こ とが で き、[one's　N]を 使 えば、誰 の タイ ヤか を明示 で き る こ とに な る。 そ して、 聞 き手 が

想 起す るのは 、その タイヤ1本 だ けで、残 りの3本 の タイヤ が意識 され るこ とは ない。 しか し、

[the　N]も[one's　 N]も 使 わず 、あ えて、[a N]を 使う 場合 に は、 どのタイヤ か につ いて話者 と聞 き

手に共 通理解 がない(も しくは 、補 足説 明の必 要性 があ る)こ と と、 タイ ヤ の所 有者 の情報 がな

い(も しくは、それ をこ とさ ら話題 にす る重要性 が ない)こ とを示 しなが ら、その車 の タイ ヤす

べて を意識 させ た上で(つ ま り、その集 合体 には1つ だ けでな く他 にも構 成員 がい る ・ある こ と



を意識 させた上で)そ の中の1本 のタイヤに言及す ることになると思われ る。

他の例をみると以下のよ うな文がある。

[29] He went off to change a guitar string. (COB3) 

[30] She can't even change a nappy. (OALD) 

 [31] I paid £80 to have my car radio fixed and I bet all they did was change a fuse. (COBUILD) 

[32] A writer spends many hours going over and over a scene --- changing a phrase here, a word 

 there.(COB3) •

[29]で は、一般 的 な ギターは6弦 であ り、 その うちの1弦 が切れ たか なにか の理 由で、そ の1本

だけ を替 えた とい う意味 であ り、change　 a　guitar　stringと[a　N]を 使 うこ とによ り、必 然的 にそ の

ギター には、 その1本 の弦 以外 に も弦 が あ るこ とを意識 させ るこ とに なる と思 われ る。[30]で は、

[a　N]を 使 うことに よ り、お しめは一 回替 えれ ばそれ でお しまい とい うわ けで は な く、何 時 間お

きかに替 え続 けな けれ ば な らない とい う前提 の よ うな もの を描 写 してい る と考 え られ る。

　 なに を もって1つ の集合 体 と見 做す か とい うとい う点 につ いて若干 補足す る と、集合 体の 具体

的 な数 につ い ては、決 して固定的 な1つ の解釈 が存 在す るとい うわ けで はな く、状 況 に応 じて さ

ま ざまな解釈 が可能 とな る。1台 の車や1本 の ギター が話題 の ときには、1つ の集 合体 の構成員

の数 につ いて 、4本 や6本 とい うよ うに比較 的共通理 解 が得やす い も場合 もあ るが、そ うで はな

い場 合(不 特 定 多数 や 無 限 大)も あ る。 車 の タイ ヤ の例 で続 け る と、All　drivers　should　really

㎞ow　 how　to　change　a　flat　tire.に お いて は、 ある1台 の車 が問題 にな ってい るわ けでな く、パ ン ク

して い るタイヤ な ら どれ で もその構成 員 になれ る集合 体 が問題 に され てい る と考 え られ る。 この

よ うに無 限大 の数 を含 み うる集 合体 の場合 には、総称 的 な解 釈 の可能性 が でて くる と考 え られ る。

また、[30]の よ うに、否 定文 の場合 では 、不特 定多数 も しくは無 限大 の数 のお しめが1つ の集合

体 を構成 していて 、そ の中 の任 意 の1つ のお しめが話題 にな ってい るので あ り、彼女 は どん なお

しめで あれ 、お しめの1つ も替 え られ な い、 とい う強 い否 定の意 味が生 まれ て くるので はない か

と、考 え る。

d)　[the　Ns]

　 〔the　Ns]は 上述 の[the　N]の 複 数版 で ある。つ ま り、[the N]と 同様 、 「影 響 を受 けて変わ る側 」

につ いて話 者 と聞 き手 の 間に共 通 理解 が あ る(も し くは 、補足 説 明 の必 要が な い)が 、違 い は

「影響 を受 けて変 わ る側 」 が1つ で はな く複 数 であ る とい う点で あ る。従 って 、話者 と聞 き手 の

間で 了解 可能 な何 らかの ま とま りを もった集合 体 の構成 員全 員 を指す ときに使 われ る。[14]He

changed　 the　rules.では、話者 と聞き手 の間 で共通理解 のあ る、あ る規 則群全 体 に言及 して 、彼 が

その規 則群 に影響 を与 えて 変 えた、 とい う意 味で あ る。



他の例 としては以下のような文が挙げ られ る。

[33] When was the last time you changed the batteries in your smoke detectors? (LAT98) 

[34] I changed the sheets on your bed today. (COBUILD)

[33]で は、煙 探知機 の中に入 ってい る複数 の電池 とい う共通理 解が 、また 、[34]で はベ ッ ドメー

キン グに使 う普 通2枚 の シー ツ とい う共通理 解 が、それ ぞれ話 者 と聞き手 にあ る とい うことが 、

[the　Ns]を 用 い る こ とに よって、伝 え られ る。

e)[one's　 Ns]

　 [one's　Ns]は 上述[one's　 N]の 複 数 版 で ある。 つ ま り、 「影 響 を受 けて変 わ る側 」 の数 が複 数 で 、

それ らの所有 者(誰 のか)を 明示 す る必 要性 が強 い状 況 にお い て用い られ る。[15]He　 changed

his plans.では、誰 の計 画 を変 えた のか を明記す る必要 が あるか ら[one's　Ns]で あ る。

他 の例 と しては次 の よ うな文が あ る。

[35] What tragedies must occur before he and the Minister of State will change their minds? (LDCE) 

[36] Changing your eating habits is the best way to lose weight. (LDCE) 

[37] People have changed their diets a lot over  the  past few years. (CALD)

　以 上、CHANGEの タイ プ1に 分類 され る5つ の 目的語 の形 を見 て きたが 、共通 して い る こ と

は 、主語 と 目的 との 関係 が、 「影 響 を与 え る側」 と 「影 響 を受 けて 変 わ る側 」 とい う関係 にあ り、

主語 が 目的語 になん らかの影響 を与 え、そ の結果 、 目的語 そ の ものが変 わ る、 とい う点で あ る。

タイプ1で は、 「影 響 を受 けて変 わる側 」 が(1)い くつ なの か、(2)も し、1つ だ と した らそ

れ は ある集 合体 に属す る他 の構 成員 を も視 野に入れ た ものか否 か、そ して とき には(3)誰 の も

のなの か、 とい う情報 が関 与的 とな り、話者 は 、 この情 報(こ れ らの要因 について の判断)を 旦

的語 の形 を通 して 聞き手 に伝 えてい る、 と考 え られ る。非複 数形 の[the　N],[one's　 N],[a　 N]は

どれ も 「影 響 を受 けて変 わった側 」が1つ で ある こ とを示す が、そ の1つ の ものが、 あ る集 合体

の1つ の構 成員(one　 member　 of　a　set)と 見做 され る場合 に は、[a　N]が 、 そ うで なけれ ば、 あ とは

所 有者 を明示す る必 要度 にあわせ て[one's　N]か[the　 N]の どち らかにな る。 も し、 「影響 を受 けて

変 わ った側」 が複数 で あれ ば、 当然複数 形 で表 わす ことにな り[the　Ns]か[one's　 Ns]に なる。

3.3.タ イプⅡ(Sの 属性 の変 化:Oが そ の属性 を示 す)

　 タイ プⅡ で は、 主語(S)は 、 「(目的語 で示 され てい る)属 性 を 内在 す る側(Bearer)」 であ り、

目的語(0)は 「主語 に内在す る属性(Suhlect's　 Intrinsic　Property)」 を示 して い る。 目的 語で表 わ さ

れ る 「主語 に内在 す る属性 」 とは 、主語 を規定す る上 で必 要不 可欠 な特徴 ・性 質 であ り、 かつ、

主語 に必 然的 に含 まれ るもの を指す。 そ の属性 は、変 る こ とが あって も、 その ときその ときで は



絶 えず 一つ の価値 しか もてず 、 同時 に複 数 の価 値 を もつ ことはない。

タイ プⅡ は 「Sに内在 す る属 性0が`CHANGE前 のObefore'か ら`CHANGE後 のOafter'に 変 わ

る」 こ とを意 味す る。 しか し、Sの 属性 が変 る とい うこ とは、S自 体 の変化 を必然 的 に意 味す る

わ けで、 「Sが(そ の属性0に おい て)変 化 す る」 ととらえ るこ ともで き る。

タイプⅡ の用例 として は次の よ うな もの が挙 げ られ る。

[38] The leaves changed  o color. 

[39] The winds changed  o direction. 

[40] The ship changed  o course. 

 [41] He decided to change  o sex. 

 [42] He suddenly changed tack and lowered his asking price. (MED) 

[43]  If a patient can not change position at will, the nurse becomes responsible for doing it for him. 

   (BNC) 

[44] The conference changed  o venue. 

[45] The poem changes  o tone in the second stanza.

[38]で は0の 「色」 はSの 「葉」 を規 定す る上で 重要 な属性 のひ とつ で あ り、 「色 」 は 「葉 」 に内

在 して い る 属 性 で あ る とい う認 識 に 基 づ き 、 そ の 属 性 ・色 が'CHANGE前 の 色'か ら

`CHANGE後 の 色'に 変 わ る
、 とい う状 況 を記 述 して い る。[39]で は、　Sの 「風 」 と0の 「向

き」が それ ぞれ 「属性 が内在 す る側 」 と 「主語 に 内在 す る属 性」 とい う関係 に解釈 され て、そ の

属 性 ・向 きが変 わ る、 とい う表現 と とらえる ことが で きる。[40]一[45]の 例 におい て も、 「船」 に

とって の 「コー ス 」、 「人 間(彼)」 に とって の 「男女 の性 」や 「方針(tack)」 、 「患者 」 に とって

の 「(寝て い る)体 勢」、 「集会 」 に とっての 「開催 場 所」、 「詩 」 に とって 「音調 」、 とい うよ うに、

目的語 で示 され てい る もの は、主語 の重 要 な属 性 と見 なす こ とがで き る。

　 タイ プⅡ の 目的語 の形 は、上 の例 か らわ か るよ うに[oN]1つ だ けで あ る。

　 図2は タイ プⅡ を図示 した もので あ る。



タイプⅡ(図2)は 先 に示 した タイプ1(図1)と は2つ の点で大 き く異 な ってい る。

1点 目は、Sと0の 位 置 関係 で あ る。 タイプ1で は0はSの 外 に位 置 し、Sと0が 別 々の個体 で こ

とを示唆 して いた が、 タイ プⅡ では0はSの 中に位 置 してい て、0がSに 内在す る もので ある こ と

を示唆 して い る。

2点 目は、影 響 の行使 を示す 矢印 の有無で あ る。 タイ プ1と 異 な り、 タイ プⅡ で は矢印 が無 い。

この こ とは 、変化 がSが0に 影響 を与 えた結 果生 じる もの とい う見方 を してい ない こ とを示唆 し

てい る。(「葉 」が 、 自分 の 「色 」に、影響 を与 えて、紅葉す る とい うわけで はない。)

つ ま り、 タイ プ1で はSの 方 は専 ら影 響 を与 え る側 で 、変化 は して いな かった。 変化 した の は

0の 方 の みで あ る。 一方 、 タイ プⅡ で は 、片 方 が片方 に影響 を与 え る とい う関係 には な く、片 方

(0)が 片方(S)に 内在 してい る とい う包括 関係 にあ り、従 って、片方(0)が 変 る とい うことは、そ

れ を内在 す る も う一 方(S)も 必 然的 に変 る とい う、 関係 であ る。

なお、図2に は、長方形 で示 され た0は 一 つ しか示 され てい ないが、 もちろんSに は0以 外 の属

性 が他 にない とい うこ とを示 唆 してい るわ けで はない。 た だ、話者 の 中で0以 外 の属 性 は意識 さ

れ ない とい うだ けで あ る。例 えば、 「葉 」 には 、 「色 」 とい う属性 の他 に、 「形 」 とい う属性 もあ

れ ば、 「大 き さ」 とい う属性 もあ る。 しか し、"The　 leaves　changed　 color"と い う文 を発 す る時点

で の話 者 の意識 下 には 、 「色」 とい う属性 しか 存在 しない。

以 上 の よ うな特 徴 を考 え る と、 なぜ 、 タイ プⅡ　 CHANGEの 目的語 の形 が[　 N]に な るの か と

い う点 も 自ず と見 えて くるよ うに筆 者 には思 われ る。 つ ま り、 タイプⅡ の文 で話題 に させ る属性

は 、いつ も目的語 で示 され る属性1種 類 だ けであ る。確 かに、 その1種 類 の属性 は さらにそ の属

性 を構 成す る複数 の構成員 か らな る とも考 え られ るが、"How　 many　 colors　did　the　leaves　change?"

とい うよ うな問 いが意 味をな さない こ とか らもわ か るよ うに、 その よ うな複数 の構成員 を問題 に

してい るわ けでは ない こ とは明 らか で ある。 タイ プⅡ　CHANGEで 話者 が伝 え よ うと してい る最

も重 要 な情 報は 、 「どの側 面(属 性)」 にお いて、 主語 が変 わ ったのか とい う点 で あ り、そ の属 性

名 が示 され れば それで いいわ けで ある。 いつ も1種 類 の属性 しか問題 に され ない こ とか ら、 まず、



複数形語尾-sの使用は不適切 となる。また、その属性 を含むある集合体が意識 され る、 されない

に関わらず、1つ の構成員を指 しているわけではないので、[the N]も[a N]も 不適切 とな り、最

後に、誰の属性 かについては、いつ も主語 の属性であるので、あえて言語化する必要 はな く、

one'sで誰の属性かを明記 しな くてもよい。その結果、[ N]が 最有力候補 となる。

なお、タイプⅡで用い られ る目的語の種類は、他のタイプ と違って、非常に限られている。 し

か し、 これはタイプⅡ の 目的語が、「主語に内在す る属性名」であるとい う特徴 を考えると、な

にかの属性 を表わす名詞に限 られ るわけで、種類が限定的になるのも当然である。上で挙げた名

詞 も含 めて、タイプⅡの 目的語 として用い られ る名詞 としては、次のよ うな名詞群が挙げ られる。

タイプⅡ につ いて 、最 後 に、 なにが属性 になれ て、 なにが なれな いか、 とい う点につ いて触 れ る。

図2を 見 る限 り、0の 部 分 には 、い ろい ろ な もの が代 入 可能 な よ うの 思 われ る。(図2は 、 「Sに

あ る属 性 が 内在 してい る」 とい う事 態 と、 「Sがあ るもの を所 有 ・保持 して い る」 とい う事態 を

明確 に区別 で きて い ない 、 とい う問題 が ある。)例 えば 、NAMEは ど うか。 名 前 は、一 見 、そ の

名 前の所 有者 の重要 な属性 の よ うに見 え る。 しか し、*He　 changed　 name.は 不 可で あ る ことか

らして 、筆 者 と しては 、NAMEは 本稿 でい う属性 とは考 えない。 顔色 、性別 、 姿勢 、な どが、人

の属性 になれ て 、名 前 がなれ ない のは、 なぜ か。 それ は、 上で述べ た よ うに、あ る1つ の属性 は、

同時 に一つ の価 値 しか もて ない とい う制約 が ある こ とが 関与 して い るので はないか 、 と考 え る。

つ ま り、名前 は 、本 名 、芸名 、ニ ックネ ーム 、ぺ ンネ ー ムな ど、持 と うと思 えば 、同時 に複 数 も

つ こ とが可能 に な る。 しか し、 同時に複数 の顔 色や性 別 、姿勢 を持 つ こ とはない。

3.4.タ イプⅢ(Sの 選択肢 の変 更:0が 選 択肢 カテ ゴ リー を示 す)

タイプⅢ は主 語(S)が 「選 択す る側 」、 目的語(0)が 「主語 に よって選択 され る側 」 と解 釈 され

るケー スで あ る。 そ して タイ プⅢ のCHANGEの 意 味 は 「Sの選択 肢 の変 更 」 とな る。 つ ま り、S

が 、それ まで選 択 していた もの(「 乗 ってい た」 「使 って いた 」な ど、何 らかの 関係 を もっていた

もの)と の 関連 を断 ち、Sが ア クセ ス可能 な 「選択 肢 カテ ゴ リー 」 の 中の別 の ものを新 た に選択

す る(関 係 を もつ)、 とい う変化 で あ る。

タイプ 皿の用 例 と して は次 の よ うな ものが挙 げ られ る。

 [46] He changed  0 planes. 

 [47] He changed  jobs.



[48] He changed  o rooms. 

 [49] He changed  o hairdressers. 

[50] He changed  o pitchers. 

 [51] He changed  o detergents. 

 [52] He  changed  o shirts. 

[53] He changed  o cassettes.

　 [46]で はSの 「彼 」 は、 今 まで乗 って きた飛 行機 を降 り、別 の飛 行 機 に乗 る、 とい う行 為 で、

「飛行 機 」 とい う選 択肢 のCHANGEを して い る、 と考 え る。[47]以 下 も同様 に 、 目的語 で明示

され てい る さま ざまな選択 肢(「 仕 事」 「部屋 」 「美 容 院」 「ピ ッチ ャー 」 「洗剤 」 「シ ャツ」 「カセ

ッ ト」)に お いて 、それ まで選 んでいた もの との関係 を断 ち切 り(利 用 をや めて)、 別 の もの と新

たに 関係 を持 つ、 とい う変化 を表 現 してい る。

　 タイ プ皿 は、話者 が主語 の動 きを どう捉 えるか に よって 、2種 類 に分 け られ る。 つ ま り、選択

枝(0)の 変更 の た め に、Sが 移 動 す る とみ るか([46]一[49])、 それ とも、　Sは 動 かず 、選 択枝(0)

の方 を移 動 させ る とみ るか([50]一[53])で あ る。 前者 の見方 をタイ プⅢa、 後者 の見方 を タイ プⅢ

bと 呼ぶ と、 その違 いはそれ ぞれ 図3、 図4の よ うに示す こ とがで き る。



図3の タイ プⅢaで も、 図4の タイ プⅢbで も、Sの 選 択枝 変 更(01か ら02へ)と い う構 図は変 り

な い。違 い は、Sが 移動 す る(と 捉 え る)か 否 か だ けであ る。 タイ プⅢaに 分類 され る[46]一[49]

で は、 「飛行 機01」 か ら 「飛 行機02」 へ 「彼 」 が移 動 して、乗 り換 えが行 わ れ る し、 「職 場01」

か ら 「職 場02」 へ 「彼 」 が移動 して 、転職 が行 われ る、 とい うよ うに考 え る こ とが で きる。 一

方 、 タイ プⅢbに 分 類 され る[503で は、Sの 「彼(監 督)」 は ピ ッチ ャー を交 替す るた め に、 「ピ

ッチ ャー01」1か ら 「ピ ッチ ャー02」 へ移 動す る必要 はない。 ピッチ ャー交 替 に伴 い 、マ ウン ド

を 降 りた り、マ ウ ン ドに 向 か うとい う移 動 を行 うの は、選 択枝 側 の 「ピ ッチ ャー01」 と 「ピ ッ

チ ャー02」 の方 で あ る。 他 の選 択枝 「洗 剤1「 シャ ツ」 「カセ ッ ト」 につ い て も同様 の こ とが言

え る14。

タイ プⅢ の 目的語 の形 は用例 か らわか る よ うに、すべ て 、[　 Ns]と な る。選 択肢 の変更 のた め

には、普 通、少 な くとも2つ の選択肢 の 同時存在 が前提 とな る。 タイ プ1お よびⅡ におい て も、

CHANGE前 のObeforeとCHANGE後 のOafterの存 在 が前提 とな るが、 タイプⅢ とは異 な り、同時 存在

で はな い こ とに注意 が 必 要で あ る。 タイ プ1,Ⅱ では 、CHANGEが 起 きた時 点 を境 にObeforeは消

滅 しな ければ な らない し、CHANGEが 起 き た時 点 よ り以 前 にOafterが存 在 してい る こ と もあ り得

ない。 この2つ の選択 肢 の同時 存在 が複数形 を要 求す る とい う点 は よい と して、筆 者 がかつ て抱

い ていた疑 問 、つ ま り、Taro change trains at Nagoya.に おいて 、なぜ 、彼 が乗 って いた汽 車 の

乗り 換 えで も、*He changed his trains at Nagoya.と[one's Ns]が 不適切 なのか 、 さ らには、仮 に話

者 も聞 き手 も、 「太郎 」 が どの電 車 か らどの電 車 に乗 り換 えた のか が了解 済み の場 合 であ った と

して も、 なぜ[the　Ns]を 使 えない のか(*Taro　 change　the　trains　at　Nagoya)、 は ど う説 明 すべ きか。

筆 者 の今 の 時点 の説 明 は、 目的語 の形 を[one's　Ns]も しくは、[the　Ns]に して しま うと、 タイ プ

皿 の 「Sの選 択枝 変更 」 の意味 で はな くな り、 タイ プ1の 「Sの影 響 に よる0の 変 化」 に解釈 され

るた めな ので はない か、 であ る。



4.ま とめ

本稿は他動詞CHANGEの 意味 と目的語の形 の対応関係 を分析 し、話者が主語 と目的語の間に

どのよ うな関係 を読み取るかによって、3つ のタイプのCHANGE(タ イプ1,Ⅱ,Ⅲ)に 分類で

き、そのタイプごとに、特定の 目的語の形が対応 している、 との仮説 を提示 した。

もし本稿で提示 した仮説が正 しければ、CHANGEの 目的語はそれぞれの形 ごとに、次のよ う

な役割分担がなされていることになる。

・目的語が[oN]な ら、「Sのある属性」を示 し、文全体の関心は 「Sがどの属性 において変っ

たのか?」 となる。(→ タイプⅡ)

●目的語が[oNs]な ら、 「Sの選択肢カテゴリー」を示 し、文全体の関心は 「Sが何の選択肢の

変更を行 ったか?」 となる。(→ タイプⅢ)

●目的語がそれ以外の形([the　N(s)][one's　N(s)][a　N])な ら、 「Sに影響を受 けて変わる側」を

示 し、文全体の関心は(主 語が何に影響を与えて変えたのか?)と なる。(→ タイプ1)

今後の研究課題 としては以下が挙げられる。

まず、本稿 で提示 した仮説の注意深い検証が急務である。本稿 の考察は数名のネイティブイン

フォーマ ン トの断片的な判断データを基にして筆者が行った もので、特に形の違いによるニュア

ンスの違いについての体系的なデー タが必要である。

次に、本稿では英語 の分析に専念 し、 日本語 の 「変える」「替 える」「代 える」換 える」の漢

字 の使い分 けにつ いては触れなかった。それぞれ の漢字 と、本稿 で提示 した3つ のタイプの

CHANGE、 な らびに、目的語の形、との対応関係 についての詳細な分析が必要である。
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注

1判 断 は数 名 のネ イ テ ィブ ス ピー カ ー の 回 答 に基 づ く
。

2こ の 《◆01は 複 数 名 詞 》 と い う注 意 書 き は
、 語 義2で 導 入 され て い る2つ の 構 文 の うち の2っ め の構 文

に つ い て の 注釈 な の か 、 そ れ と も、 両 方 の 構 文 に つ い て の 注 釈 な の か 、 あ い ま い だ が 、 用 例 と照 ら し合 わ

せ る と、2つ め の[SVO1(with　 O2)］ へ の 言 及 と解 釈 す る の が 妥 当 に思 われ る。

3し か し
、 複 数 形 で な く て は い け な い と は い っ て も 、 複 数 語 尾-sさ えつ い て い れ ば 、[　 Ns],[the　 Ns],

[one's　Ns]の どれ で も可 能 な の か とい う点 に つ い て は 、 明 ら か に され て い な い。 確 か に 用 例change　 planes

で はone'sもtheも 使 用 され て い な い の で 、[　 Ns]で な け れ ば な らな い と解 釈 す る の が 一 般 的 で あ る の か も し

れ な い が 、 そ うな る と、change　 planesの す ぐ上 の 用 例 の ～one's　 booksで は 、[one's　Ns]が 用 い られ て い るの

で 、 代 名 詞 所 有 格 つ き の場 合 で も複 数 形 が 可 能 とい う情 報 を提 供 して い る こ とに な り、 少 な く と も多 少 の

混 乱 が 予 想 され る。

4change　 seatsが 「席 を交 換 す る」 な ら
、change　 planesは 「飛 行 機 を 交 換 す る」 とな っ て 、 「乗 り換 え る」 の 意

味 か らは 異 な っ た も の に な るの で は な いか。change　 one's　seatが 「別 の 席 に座 る」下とい うの な ら ば 、 「別 の

飛 行 機 に乗 る」 とい う意 味 でchange　 one's　planeも 可 能 に な りそ うだ が 。

5「 … 替 え る 」 だ け で な く
、漢 字 違 い の 「変 え る 」 も こ の語 義 に 入 れ られ て い る とい う違 い は あ る。

6興 味 深 い こ とに
、 『レク シ ス 』 で も 「タ イ ヤ を取 り替 え る」 とい う訳 がつ い た 例 文 と して"change　 a　tire"が

載 っ て い る が 、 『レ ク シ ス 』 の 場 合 、 語 義2で は な く 、 語 義3の 「… を 〈… と〉取 り替 え る(exchange)

<for>」 に 区分 され て い る。



7因 みに
、筆者が数人の米語話者のインフォーマン トにSwanの この指摘について意見を求めたところ、人に

より判断にばらつきが見 られた。例えば、あるインフォーマン トか らは次のようなコメン トが寄せ られた。

I am not willing to say categorically that "change shirts" is unnatural. I do not think I would say it, but I would 

probably NOT think it strange if I heard someone else use it. I would assume the person meant "put on a different 

shirt". On the other hand, "change cassettes" seems less natural, but still perfectly understandable. If I heard it, I 

might wonder at the use, but I do not think I would immediately assume it was an incorrect usage.

ま た 、 別 の イ ン フ ォ ー マ ン トは"I do　not　think　that"change　 shirts"and"change　 cassettes"are　 inappropriate　 uses

ofchange+plura1."と 述 べ た 上 で 、 以 下 の よ う な 文 を 提 供 し て くれ た 。

1) We have got the wrong cassette here. We've got to change cassettes. 

2) When you get to the end  of  lesson 2 you have to change cassettes. 

3) Changing cassettes is easy. All you have to do is push the button, remove one and insert the other.

8筆 者 の 理解 で は
、 「乗 り換 え 」 の 意 味 で は 、change　 one's　trainは 不 適 格 で あ る。

9こ こ で
、 基 本 的 に と こ と わ りを 入 れ た の は 、 この5つ の 形 以 外 の形 、 つ ま り、[ N]と[ Ns]も タ イ プ1の

　 目的 語 と して使 用 の 可 能 性 は完 全 に否 定 で き な い か らで あ る。 筆 者 が そ の 侯 補 か も しれ な い と考 え る 例 と

　 して は 、 以 下 の よ うな 用 例 が あ る。

 [o  N]: We can not change society in one week. 

[0  Ns]: So do women try to change men more than men want to change women? (BNC)

　 しか し、現時点では[oN][ Ns]の どちらとも用例は非常に限定的のように思われるので、本稿では、例外

　的な扱いとすることにした。

10[16]のthe　babyや[17]のthe　 bedは それぞれ 「赤ん坊のおしめ」や 「ベ ッ ドのシーツ」を指す と理解するの

　が一般的である。 このメ トニ ミー用法は英語では十分可能(も しくは、む しろ一般的)だ が、日本語では

　かなり無理がある。つま り、「赤ん坊をかえた」や 「ベ ッドをかえた」とい う日本語か らは、一郎ちゃん

　 と太郎 ちゃんをかえた、このベ ッドとあのベッ ドをかえた、のような状況が連想 され、「そのひ とりの赤

　ん坊のお しめを替 えた」や 「その1台 のベ ッ ドのシーツを替 えた」の意味には解釈 されない。 したがつて、

　問題の英文の 日本語訳では 「お しめ」や 「シーツ」などを言語化 しなければならない。

12実 は、one'sの使用については、所有者を明示す る必要性 とい う要因だでは説明 しきれない場合があるよ う

　に筆者には思われる。その背景には、英語 と日本語で"one's+N"と"だ れだの ・なになにの+N"の 表現

　が必ず しも対応 しない可能性、 さらには、英語の個々の名詞によって、one'sを要求す る度合いが異なる可

　能性、などが考 えらえる。例 えば、MINDと い う名詞は、ほとん ど義務的と言っていいほどone'sを要求 し

　ているように思われる。今後の重要な研究課題である。

13以下は[one's　N]が 使用 されていることにより曖昧性が生 じたため、話者が話の塗中で、その曖昧さを除く

　ために言い換えを行っている例ではないかと思われる。

 Mike:  ... It seems to me that when people have to stay in their old houses, a lot will console themselves by buying 

    new furnishings. 

Jim: That's what people do when they're stuck in their houses? 

Mike: Exactly. If they  can't change their house, if they can't relocate, they gussy up what they do have. (LAT98)

14タ イ プⅢbの 「シ ャ ツ」 「カセ ッ ト」 は 上述 のSwan(1994)が 問題 提 起 で 使 用 して い た 例 で あ る が
、 筆 者 が数

　 名 の ネ イ テ ィブ イ ン フ ォ ー マ ン トに 聞 い た 限 り、changing　 shirtもchanging　 cassettesも 可 能 で あ る との 回

　 答 で あ った 。 し た が っ て 、 現 時 点 で 筆 者 は 、Ⅲbの タ イ プ に つ い て は抵 抗 を感 じ るネ イ テ ィブ ス ピー カ ー

　 もい る 、 とい う理 解 で い る。


